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北
海
道
へ
立
て
続
け
に
３
個
の
台
風

が
上
陸
し
た
。
８
月
30
日
に
は
、
東
北

地
方
北
部
に
上
陸
し
た
台
風
10
号
に
よ

る
大
雨
で
、
十
勝
・
上
川
管
内
を
襲
い

大
き
な
被
害
を
与
え
た
。
自
ら
被
災
し

な
が
ら
も
、
地
域
の
復
旧･

復
興
に
む

け
て
組
合
員
が
今
な
お
奮
闘
し
て
い

る
。
メ
デ
ィ
ア
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

膨
大
な
経
費
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
復
旧
・
復
興
の
中
心
的
な

役
割
を
担
う
自
治
体
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

労
働
者
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備

を
は
か
れ
る
よ
う
国
は
対
策
・
財
政
措

置
を
早
急
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

21日㈬　�連合第64回地方委員会（札幌市）
25日㈰　�現業公企都市交評議会総会（札

幌市）
26日㈪　�子どもの貧困対策に関する勉強

会（札幌市）
28日㈬　�北海道人事委員会副知事交渉

（札幌市）
　　　　町村連総会（札幌市）
　　　　都市連総会（札幌市）
29日㈭　�道本部第58回定期大会（～ 30

日・札幌市）

９月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

全国自治研でも発表する伊
倉さん（札幌市職連）

道人事委員会の考え方を求め交渉する地公三者共闘＝９月12日

ゴ
ミ
誘
致
問
題
、
泊
原
発
再

稼
働
や
憲
法
改
悪
な
ど
「
原

発
」「
平
和
」
に
係
わ
る
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

諸
課
題
の
解
決
に
む
け
て
さ

ま
ざ
ま
な
集
会
・
行
動
を
つ

う
じ
て
大
衆
運
動
を
強
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

め
ら
れ
る
。元
島
民
の
思
い
、

そ
し
て
返
還
運
動
を
風
化
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
決
意

を
込
め
て
訴
え
た
。

　

安
倍
政
権
の
も
と
、
核
の

員
長
は
「『
も
ん
じ
ゅ
』
に

お
い
て
高
速
増
殖
炉
は
破
た

ん
し
て
お
り
、
同
型
の
大
間

原
発
を
作
る
理
由
は
な
い
。

福
島
事
故
も
終
息
し
て
お
ら

ず
、
国
際
社
会
に
対
し
原
発

事
故
を
起
こ
し
た
国
と
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本
的

に
見
直
す
べ
き
だ
」
と
述
べ

た
。
集
会
後
は
大
間
町
内
を

デ
モ
行
進
し
た
。

　

９
月
11
日
に
は
、
根
室
市

納
沙
布
岬
で
「
連
合
平
和
行

動
in
根
室
」
が
開
か
れ
た
。

開
催
地
を
代
表
し
て
出
村
・

連
合
北
海
道
会
長
は
「
近
く

て
遠
い
四
島
。
一
刻
も
早
い

日
ロ
平
和
条
約
の
締
結
が
求

　

９
月
10
日
、
青
森
県
大
間

町
で
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
青

森
・
北
海
道
合
同
集
会
」
が

開
か
れ
た
。

　

三
上
・
青
森
反
核
実
行
委

告
と
な
っ
た
。
一
方
で
扶
養

手
当
に
つ
い
て
は
「
少
子
化

対
策
の
推
進
が
喫
緊
の
課

題
」
と
し
、
配
偶
者
に
係
る

扶
養
手
当
を
７
，
０
０
０
円

に
引
き
下
げ
、
子
に
係
る
手

当
額
を
１
１
，
０
０
０
円
に

引
き
上
げ
る
勧
告
を
行
っ
た
。

　

地
公
三
者
共
闘
会
議
は
今

後
９
月
28
日
に
交
渉
を
予
定

し
て
お
り
、
道
人
事
委
員
会

の
主
体
性
を
持
っ
た
判
断
を

求
め
て
い
く
。

較
差
解
消
勧
告
を
出
さ
せ
る

か
、
ま
た
、
扶
養
手
当
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
道
内
の
雇

用
環
境
や
手
当
の
支
給
状

況
、
職
員
・
家
族
の
生
活
実

態
を
踏
ま
え
た
勧
告
と
さ
せ

る
こ
と
が
、
２
０
１
６
賃
金

確
定
闘
争
に
お
け
る
各
単
組

の
交
渉
に
む
け
、
大
き
な
課

題
と
な
る
。

　

９
月
16
日
の
札
幌
市
人
事

委
員
会
勧
告
で
は
月
例
給
・

一
時
金
と
も
に
引
き
上
げ
勧

　

交
渉
で
は
、
本
年
の
公
民

較
差
の
動
向
や
、
国
家
公
務

員
と
の
０
・
１
月
の
一
時
金

格
差
解
消
、
人
事
院
勧
告
の

課
題
で
あ
る
較
差
の
解
消
方

法
、
政
府
要
請
に
基
づ
く
扶

養
手
当
の
見
直
し
な
ど
に
つ

い
て
現
時
点
で
の
検
討
状

況
・
考
え
方
を
追
及
し
た
。

　

８
月
８
日
に
出
さ
れ
た
人

事
院
勧
告
準
拠
で
は
昨
年
同

様
、
官
民
（
公
民
）
較
差
が

解
消
さ
れ
な
い
た
め
、
北
海

道
人
事
委
員
会
勧
告
で
３
年

連
続
の
給
料
表
・
一
時
金
の

プ
ラ
ス
改
定
を
引
き
出
す
こ

と
と
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

治
研
運
動
を
通
じ
た
、
職

場
・
地
域
の
活
性
化
を
は
か

ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
吉
岡
宏

高
・
札
幌
国
際
大
学
観
光
学

部
教
授
が
「
地
域
資
源
の
活

用
～
人
口
減
少
下
で
の
ま
ち

づ
く
り
の
要
諦
」
と
題
し
、

「
な
く
な
っ
た
地
域
資
源
に

光
の
当
て
方
を
変
え
る
こ
と

で
新
た
な
価
値
を
生
む
。
こ

れ
か
ら
は
希
求
水
準
の
低
い

も
の
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
地
域
力
を
生
か
し

た
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
問

題
提
起
が
あ
り
討
論
を
行
っ

た
。
分
科
会
で
は
レ
ポ
ー
ト

発
表
な
ど
、
各
地
域
で
の
取

り
組
み
に
学
び
、「
消
滅
」
で

も
「
創
生
」
で
も
な
い
ホ
ン

モ
ノ
の
ま
ち
づ
く
り
を
自
治

研
運
動
を
つ
う
じ
て
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

９
月
９
～
10
日
、「
人
口
減

少
下
で
の
地
域
の
未
来
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
第
36
年

次
地
方
自
治
研
究
全
道
集
会

が
室
蘭
市
・
ホ
テ
ル
セ
ピ
ア

ス
で
開
か
れ
、
全
道
か
ら
約

１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

難
波
・
自
治
研
推
進
委
員

長
（
道
本
部
副
委
員
長
）
は

「
人
口
減
少
化
社
会
の
な
か

で
、
自
治
体
職
員
、
自
治
労

組
合
員
、
そ
し
て
地
域
住
民

と
し
て
の
目
で
本
物
の
ま
ち

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
自 大

衆
運
動
を
強
化

原発

平和

ライトアップされた室蘭工場の夜景。日本五大工場夜景にも選定されている

2015賃金確定闘争、地公三者共闘昼休み
総決起集会＝2015年11月17日、道庁前

「
消
滅
」で
も「
創
生
」で
も
な
い

�

ホ
ン
モ
ノ
の
ま
ち
づ
く
り

人
事
院
は
８
月
８
日
、
３
年
連
続
の
月
例
給
・
一
時
金
の
引
き
上

げ
を
行
う
一
方
、
配
偶
者
に
係
わ
る
扶
養
手
当
の
削
減
勧
告
を
行

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
地
公
三
者
共
闘
会
議
（
全
道
庁
労
連
・
北

教
組
・
自
治
労
北
海
道
）
は
、
８
月
22
日
、
北
海
道
人
事
委
員
会

に
対
し
要
求
書
を
提
出
し
、
９
月
12
日
、
10
月
上
旬
に
想
定
さ
れ

る
北
海
道
人
事
委
員
会
勧
告
に
む
け
交
渉
を
行
っ
た
。

主
体
性
持
っ
た

�
判
断
求
め
る

一時金の格差解消を追及

2016.10.8.Sat

スピーチ：�小野有五 北海道大学名誉教授

　　　　　西尾正道 北海道がんセンター名誉院長

　　　　　鎌田　慧 ルポライター� ほか

さようなら原発 北海道集会
13：00-スピーチ
14：15-パレード

GOOD BYE
NUKES

NO MORE
NUKES

【STOP再稼働！さようなら原発北海道講演会】

→2016.10.7.Fri.18：15-20：15

大通公園西８丁目広場

北海道自治労会館５階大ホール
（札幌市北区北６西７）

西尾正道 北海道がんセンター名誉院長

鎌田　慧 ルポライター
講
演

入場無料

本
体
工
事
は
中
断
し
て
い
る
が
周
辺

施
設
工
事
は
今
な
お
続
く
大
間
原
発

第36年次
全道自治研集会

道人勧期のたたかい

台風10号等 災害救援カンパ
　台風10号等で災害、亡くなられた方々のご冥福
をお祈りするとともに被災された、すべてのみな
さまに心からお見舞い申し上げます。
　道本部は、被害にあった関係自治体および単組
等への見舞金、災害復旧にあたっている仲間への
支援と激励などを目的に「災害救援カンパ」を下
記のとおり取り組みます。
　組合員の皆さんの積極的な協力をお願いします。

カンパの金額
任意（［目標］組合員１人500円）

集約日 10月14日（第一次）
10月31日（第二次）

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　佐々木直人

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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【刑事事件の流れ】

全力で
あなたをサポート

公務員と失職～『４つめのリスク』

「失職リスク」に備え加入しませんか？

　交通事故を起こすと、「刑事上」・「行政上」・「民事上」の３つの処罰が課せられます。
　公務員は、４つめの処罰として、「自治体職員としての処分」が課せられます。「懲役・禁固刑」の場合、条
例に特別な定めがなければ「失職」します。
　最近は、刑事事件に対する「厳罰化」が強まっています。交通事故はもとより、スピード違反・無免許・
酒酔い運転の交通三悪でも公判請求・禁固刑がめずらしくありません。
　公務員に対する目が厳しくなってきています。公務員は住民の見本であるとの自覚と、日常的にも安全運
転の実践や啓発活動に取り組むことが求められます。

　昨年一年間を見ても、死亡事故の事例が多数報告されています。
　民間損保にも「弁護士特約」が付帯されていますが、刑事罰を意識した対応や示談対応は行いません。
　じちろうマイカー共済は、「弁護士費用等補償特約（賠償対応補償付）」が支払われます。損害賠償だけでな
く、加害者本人・単組総支部・全労済顧問弁護士が、連携して迅速に対応を進めることができます。公務員
ならではの『４つ目の失職のリスク』に備えることはとても大切なことです。
　万が一の交通事故に「無関心」でいられても「無関係」ではいられないことを再認識しましょう。

※�民間損保は「刑事事件」を意識した
対応は行いません。

「
夕
張
の
生
活
水
準
」が
他
地
域
に
も
…

夕
張
市
財
政
破
綻
が
判
明
し
て
10
年
が
た
つ
。
厳
し
い
財
政
再
生
計
画
に
基
づ
き
借
金
を
順
調
に
減
ら
し
て
い
る
が
、

人
口
の
流
出
は
止
ま
ら
ず
、
破
綻
後
に
生
ま
れ
た
地
域
再
生
の
芽
を
摘
み
か
ね
な
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
夕
張
市
が

設
け
た
第
三
者
委
員
会
の
委
員
を
務
め
た
西
村
宣
彦
・
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
准
教
授
に
、
破
綻
後
の
10
年
を
検
証

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
現
地
の
最
近
の
動
向
と
他
の
自
治
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
提
言
し
て
も
ら
っ
た
。

北海学園大学経済学部准教授

西村 宣彦さん
【プロフィール】
1974年兵庫県尼崎市生まれ。97年京都大学
経済学部卒。2003年京大大学院博士課程単
位取得退学、同年北海学園大学講師。09年
から現職。15年「夕張市の再生方策に関す
る検討委員会」委員。

①
10
年
の
節
目

②
厳
し
く
長
い
緊
縮
財
政

④
萎
む
人
口
と
経
済⑤

行
政
執
行
体
制
の
危
機

⑥
再
生
の
た
た
か
い
は
他
人
事
で
な
い

③
計
画
の
全
面
改
定
を
要
請

　

２
０
０
６
年
６
月
、
夕
張

市
の
巨
額
債
務
の
存
在
が
新

聞
報
道
で
発
覚
し
て
か
ら
丸

10
年
が
経
過
し
た
。
夕
張
市

は
、
２
０
０
７
年
３
月
か
ら

　

夕
張
市
は
２
０
１
５
年
度

末
ま
で
に
実
質
赤
字
比
率
２

０
０
％
に
相
当
す
る
95
億
円

の
赤
字
を
解
消
し
た
〔
図
１

参
照
〕。

　

そ
れ
で
も
当
初
の
赤
字
額

が
３
５
３
億
円
と
巨
額
の
た

め
、
赤
字
を
振
り
替
え
た
再

生
振
替
特
例
債
の
残
額
は
ま

　

２
０
０
６
年
６
月
に
１

３
，
１
６
５
人
だ
っ
た
夕
張

市
の
人
口
は
、
２
０
１
６
年

６
月
に
は
８
，
９
４
９
人
と

30
％
以
上
減
っ
た
。
子
育
て

世
帯
の
市
外
流
出
が
進
み
、

出
生
数
が
大
き
く
減
り
（
２

０
０
６
年
度
・
59
人
か
ら
２

０
１
４
年
度
・
27
人
）
、
年
少

人
口
は
す
で
に
人
口
４
～
５

千
人
の
自
治
体
並
み
だ
〔
図

３
参
照
〕。

　

市
内
で
今
懸
念
が
強
ま
っ

て
い
る
の
は
、
学
校
進
学
時

（
小
か
ら
中
、
中
か
ら
高
）

に
市
外
に
転
出
す
る
動
き
の

広
が
り
だ
。
地
元
中
学
か
ら

地
元
高
校
へ
の
進
学
率
は
か

つ
て
80
％
前
後
だ
っ
た
が
、

中
学
校
１
校
化
後
は
50
％
近

く
ま
で
低
下
し
、
高
校
存
続

に
黄
信
号
が
と
も
っ
た
。
学

業
や
部
活
と
い
っ
た
理
由
の

ほ
か
、
１
校
化
に
よ
る
生
徒

の
人
間
関
係
の
固
定
化
、「
財

政
破
綻
し
た
ま
ち
」
の
負
の

レ
ッ
テ
ル
、
そ
う
し
た
不
利

な
要
素
を
補
う
市
独
自
の
魅

力
化
事
業
の
欠
如
が
複
合
的

に
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

人
口
減
少
は
地
域
経
済
の

収
縮
に
直
結
す
る
。
市
の
課

税
所
得
額
は
２
０
０
６
年

度
・
１
２
７
億
円
か
ら
２
０

１
５
年
度
・
74
億
円
と
50
億

円
以
上
縮
小
し
た
。
一
人
あ

た
り
課
税
所
得
額
も
破
綻
直

後
に
大
き
く
低
下
し
、
２
０

１
５
年
度
は
78
万
円
と
、
札

幌
市
の
60
％
、
東
京
都
港
区

の
14
％
と
全
国
最
低
水
準

だ
。
商
業
は
商
店
数
が
２
３

４
か
ら
１
１
４
、
従
業
員
数

が
９
２
５
人
か
ら
３
９
９

人
、
販
売
額
が
１
３
１
億
円

か
ら
87
億
円
と
激
減
（
２
０

０
４
～
２
０
１
２
年
度
）
。
工

業
は
事
業
所
数
こ
そ
減
少
し

た
が
、
財
政
破
綻
に
よ
る
知

名
度
向
上
を
逆
手
に
取
り
、

夕
張
ツ
ム
ラ
を
は
じ
め
と
し

た
企
業
誘
致
に
成
功
し
た
こ

と
で
、
従
業
員
数
は
６
９
０

人
か
ら
７
１
２
人
に
、
製
品

が
経
過
す
る
な
か
で
道
以
外

の
応
援
を
受
け
る
の
は
難
し

く
な
っ
て
い
る
。

　

破
綻
後
の
行
政
を
支
え
て

き
た
幹
部
職
員
の
定
年
が
近

づ
く
な
か
、
行
政
執
行
体
制

の
崩
壊
と
い
う
「
第
２
の
破

綻
」
が
「
今
そ
こ
に
あ
る
危

機
」
と
し
て
迫
っ
て
い
る
。

　

財
政
破
綻
後
に
入
庁
し
た

職
員
が
す
で
に
３
割
を
占

め
、「
自
己
責
任
」
論
の
無
意

味
化
が
進
む
な
か
で
、
夕
張

で
は
当
た
り
前
の
市
民
生
活

を
守
る
た
め
に
こ
そ
、
職
員

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
。

絶
望
感
が
、
財
政
破
綻
後
も

残
っ
て
頑
張
っ
て
き
た
職
員

の
心
を
折
り
、
退
職
や
体
調

を
崩
す
者
が
出
る
悲
劇
も
起

き
て
い
る
。
職
員
給
与
は
少

し
ず
つ
復
元
し
て
い
る
が
、

全
国
市
町
村
最
低
と
い
う
水

準
は
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て

お
り
、
新
規
採
用
で
補
お
う

と
し
て
も
、
処
遇
の
低
さ
か

ら
内
定
辞
退
者
が
続
出
す
る

現
実
が
あ
る
。

　

職
員
不
足
を
補
う
上
で
大

き
な
力
と
な
っ
て
き
た
の
は

道
や
東
京
都
な
ど
か
ら
の
応

援
職
員
だ
が
、
こ
れ
も
10
年

　

緊
縮
財
政
の
痛
み
を
最
も

直
接
的
に
味
わ
っ
て
き
た
の

が
市
職
員
だ
。
赤
字
解
消
財

源
の
約
半
分
は
人
件
費
の
削

減
で
捻
出
し
て
き
た
〔
図
４

参
照
〕。

　

職
員
は
財
政
再
建
団
体
移

行
時
に
半
数
以
上
が
退
職

し
、
職
員
数
は
２
６
６
人
か

ら
１
２
７
人
に
減
っ
た
が
、

そ
の
後
も
中
堅
・
若
手
職
員

ら
の
中
途
退
職
者
が
後
を
絶

た
な
い
。
頑
張
っ
て
も
報
わ

れ
な
い
低
処
遇
、
職
場
環
境

の
悪
さ
、
将
来
的
な
改
善
見

通
し
の
欠
如
に
よ
る
不
安
や

財
政
再
建
団
体
に
移
行
し
、

２
０
１
０
年
３
月
か
ら
は
、

夕
張
市
の
財
政
破
綻
を
機
に

制
定
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
、

だ
２
５
８
億
円
に
上
る
。
現

行
計
画
で
は
特
例
債
の
償
還

を
終
え
る
の
が
２
０
２
６
年

度
、
実
質
公
債
費
比
率
が
基

準
以
下
に
下
が
る
の
は
２
０

２
９
年
度
と
な
っ
て
お
り
、

10
年
を
経
て
よ
う
や
く
折
り

返
し
点
に
到
達
し
つ
つ
あ
る

に
過
ぎ
な
い
。

全
国
初
の
財
政
再
生
団
体
と

な
っ
た
。

　

夕
張
市
の
財
政
破
綻
は
、

当
時
、
全
国
の
自
治
体
に
衝

撃
を
与
え
、「
第
２
の
夕
張
に

な
る
な
」
を
か
け
声
に
、
多

く
の
自
治
体
が
行
財
政
改
革

　

過
去
に
は
９
０
０
近
い
団

体
が
財
政
再
建
団
体
に
な
っ

て
い
る
が
、
10
年
以
内
に
財

政
再
建
を
終
え
る
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
、
ど
ん
な
に
長

く
て
も
15
年
を
超
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
〔
図
２
参
照
〕。

　

夕
張
市
の
計
画
が
20
年
と

い
う
長
期
に
及
ぶ
の
は
、
ひ

と
え
に
実
質
赤
字
比
率
８
０

０
％
超
と
い
う
赤
字
規
模
の

を
実
行
し
た
。

　

２
０
０
７
年
度
決
算
時
点

で
は
、
43
団
体
が
早
期
健
全

化
基
準
超
、
う
ち
３
団
体

（
夕
張
市
含
む
）
が
財
政
再

生
基
準
超
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
０
年
春
に
財
政
再

巨
大
さ
ゆ
え
で
あ
る
。
従
来

と
同
水
準
の
緊
縮
財
政
で
は

赤
字
解
消
に
60
～
80
年
近
く

か
か
る
た
め
、
過
去
に
例
の

な
い
厳
し
い
緊
縮
財
政
に
よ

り
期
間
の
圧
縮
を
は
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
過
去
に
例
の

な
い
長
さ
と
な
っ
た
。

生
団
体
に
移
行
し
た
の
は
夕

張
市
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た

が
、
21
団
体
が
財
政
健
全
化

　

夕
張
市
は
２
０
１
５
年
10

月
、
財
政
再
建
10
年
の
節
目

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ま
で
の
財
政
再
建
が
ど
の
よ

う
な
成
果
を
生
み
、
地
域
と

自
治
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
き
た
か
を
客
観
的
に

検
証
し
、
市
の
再
生
を
よ
り

確
か
な
も
の
と
す
る
方
策
を

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
三
者
委
員
会
を
設
置
し

た
。

　

２
０
１
６
年
３
月
に
鈴
木

出
荷
額
は
１
０
９
億
円
か
ら

１
１
５
億
円
と
水
準
を
維
持

し
て
い
る
（
２
０
０
５
～
２

０
１
３
年
度
）。た
だ
市
内
の

　

10
年
前
、
財
政
再
建
計
画

の
策
定
現
場
で
は
「
そ
の
事

業
を
止
め
た
ら
人
は
死
ぬ
の

か
？
」「
計
画
を
作
る
の
は
君

ら
（
市
職
員
）
で
は
な
い
。

エ
ク
セ
ル
だ
」
と
い
っ
た
言

葉
が
飛
び
交
い
、「
全
国
最
高

の
負
担
、
全
国
最
低
の
サ
ー

ビ
ス
」
が
追
及
さ
れ
た
。
公

園
や
文
化
施
設
と
い
っ
た
人

の
生
死
に
直
結
し
な
い
と
見

な
さ
れ
た
施
設
や
事
業
は
原

則
廃
止
と
な
り
、
夕
張
で
生

活
で
き
な
く
な
っ
た
市
民
や

希
望
を
持
て
な
く
な
っ
た
市

民
の
多
く
が
市
外
に
去
っ

た
。
残
っ
た
市
民
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
が
低
下
し

た
現
状
を
諦
め
、
と
と
も
に

受
け
入
れ
、
慎
ま
し
い
暮
ら

し
に
小
さ
な
楽
し
み
や
喜
び

を
見
出
し
て
暮
ら
し
て
い
る
。

直
道
市
長
に
提
出
し
た
報
告

書
は
、
夕
張
市
が
厳
し
い
緊

縮
財
政
を
実
行
し
、
財
政
再

建
を
着
実
に
進
め
て
き
た
こ

と
を
評
価
す
る
一
方
、
財
政

再
建
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、

必
要
な
施
策
を
実
行
で
き
な

い
状
況
が
長
く
続
く
こ
と

で
、
人
口
流
出
に
拍
車
が
か

か
り
、「
地
方
創
生
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
も
立
て
な
い
」

状
況
を
招
い
て
い
る
と
の
認

識
に
立
ち
、
過
去
の
財
政
再

住
宅
不
足
や
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
低
さ
の
た
め
、
市
外
通
勤

者
が
増
え
、
人
口
減
少
の
抑

制
に
生
か
せ
て
い
な
い
。
雇

　

こ
れ
は
夕
張
市
民
以
外
に

は
関
係
の
な
い
遠
い
世
界
の

話
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ
う

は
思
わ
な
い
。

　

日
本
の
一
地
域
に
お
け
る

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
引

き
下
げ
の
黙
認
（
無
関
心
）

は
、
や
が
て
「
夕
張
は
で
き

た
。
他
の
地
域
も
で
き
る
」

と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
他

の
地
域
に
ブ
ー
メ
ラ
ン
と
な

っ
て
返
っ
て
く
る
こ
と
に
な

る
。

　

市
民
の
誇
り
と
希
望
を
奪

う
緊
縮
財
政
を
、
惰
性
で
続

け
さ
せ
る
の
は
も
う
止
め
、

再
生
に
む
け
た
新
型
イ
ン
フ

ラ
や
人
へ
の
投
資
に
舵
を
切

り
、「
縮
小
し
て
も
豊
か
さ
を

感
じ
ら
れ
る
社
会
」
の
実
現

に
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
こ
の
国
は
経
済
収
縮
と

建
団
体
の
例
も
踏
ま
え
て
10

年
の
節
目
を
目
途
に
、
財
政

再
建
最
優
先
の
計
画
を
地
域

再
生
を
よ
り
重
視
し
た
も
の

に
全
面
改
定
し
、
市
の
再
生

が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
こ

と
を
市
民
や
職
員
が
実
感
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求

め
た
。

　

市
長
は
報
告
書
を
国
と
道

に
提
出
し
、
国
と
道
の
理
解

と
協
力
を
得
て
、
２
０
１
７

年
３
月
の
計
画
全
面
改
定
を

め
ざ
し
て
、
市
を
挙
げ
て
作

業
を
進
め
て
い
る
。

用
創
出
だ
け
で
な
く
、
住
宅
、

医
療
、
福
祉
、
教
育
、
交
通
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
総

合
的
な
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

緊
縮
財
政
の
悪
循
環
か
ら
抜

け
出
す
手
が
か
り
を
い
つ
ま

で
も
見
出
せ
な
い
ま
ま
、
沈

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
の
産

業
構
造
転
換
と
、
そ
れ
に
と

も
な
う
地
域
経
済
の
崩
壊

は
、
鉱
業
や
農
林
漁
業
の
分

野
だ
け
で
な
く
、
製
造
業
が

基
幹
産
業
の
地
域
で
も
起
こ

り
う
る
。

　

空
疎
な
無
限
自
己
責
任
論

に
固
執
し
て
、
社
会
の
底
が

抜
け
て
し
ま
う
前
に
、
地
域

と
日
本
の
再
生
の
た
め
の
国

民
的
連
帯
こ
そ
が
今
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

団
体
に
移
行
し
た
。
こ
れ
ら

の
団
体
は
す
で
に
財
政
健
全

化
を
完
了
し
て
お
り
、
夕
張

市
だ
け
が
一
人
突
出
し
た
形

で
財
政
再
建
を
続
け
て
い

る
。

夕張破錠から10年特
集 「第２の破錠」今そこに迫る

図１　赤字解消の実績と計画 図２　�1975年度以降の財政再建団体の実質
赤字比率と再建年数

図３　�2006年から2015年までの住民基本台帳人
口の推移（日本人のみ）

図４　職員・特別職給与、議員報酬の状況
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道
本
部
は
９

月
29
～
30
日
に

開
く
定
期
大
会

で
「
２
０
１
６

年
度
の
運
動
総

括
」「
２
０
１
７

年
度

運

動

方

針
」
を
提
案
す

る
予
定
だ
。

　

「
運
動
の
総
括
」
と
は
、次

の
運
動
方
針
を
確
立
す
る
う

え
で
、
非
常
に
重
要
な
も
の

だ
。「
運
動
の
総
括
」
が
な
け

れ
ば
今
後
の
運
動
を
展
望
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
単
に
「
結

果
の
総
括
」
だ
け
で
は
な

く
、「
な
ぜ
で
き
た
の
か
、
な

ぜ
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
、
そ

の
原
因
と
背
景
を
し
っ
か
り

と
総
括
し
な
け
れ
ば
今
後
の

運
動
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
政
治
状

況
が
厳
し
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
労
働
運
動
の
位
置
づ
け

が
重
要
性
を
増
し
て
く
る
と

同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
抗
し
て
い
く
た
め
の
組

織
を
つ
く
る
た
め
に
、
組
織

強
化
・
拡
大
を
強
力
に
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

道
本
部
定
期
大
会
で
は
、

各
単
組
・
総
支
部
段
階
で
の

し
っ
か
り
と
し
た
運
動
総
括

か
ら
、
積
極
的
な
発
言
で
、

次
の
た
た
か
い
に
む
け
た
方

針
を
確
立
し
、
自
治
労
運
動

を
前
進
さ
せ
よ
う
。

�

（
引
地
圭
太
）

職
場
だ
よ
り

【
網
走
地
方
本
部
発
】

　

網
走
地
方
本
部
女
性
部
は

８
月
28
日
、
女
性
交
流
集
会

兼
単
組
総
支
部
代
表
者
会
議

を
開
き
、
13
単
組
・
総
支
部

29
人
が
参
加
し
た
。

　

「
仕
事
を
円
滑
に
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
阿
部
朝
子
・

『
ラ
イ
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

彩
』
主
宰
か
ら
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
を
交
え
た
講
演
を
受
け
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か

る
た
め
、「
メ
ン
タ
ル
ス
キ
ル

を
高
め
る
こ
と
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ラ
ー
を
防
ぐ

こ
と
」「
対
話
の
基
本
的
な
ス

キ
ル
・
考
え
方
」
の
３
つ
の

観
点
か
ら
説
明
し
、「
自
分
の

心
に
余
裕
を
持
ち
、
相
手
に

何
が
伝
わ
っ
た
か
が
大
切

だ
。
そ
の
た
め
に
も
自
己
対

話
能
力
を
磨
こ
う
」
と
述
べ
、

実
際
に
対
話
す
る
と
き
の
大

事
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

　

今
後
も
、
各
単
組
・
総
支

部
か
ら
よ
り
多
く
の
女
性
組

合
員
が
参
加
し
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
網
走
地
方
本
部
女
性
部
・

書
記
長
・
大
柳
京
美
）

自
己
対
話
能
力
を
磨
く
！

講演後に行われた分散会では、日頃の悩みや不満の声が多く出された

激しい攻防戦となった決勝戦

全道優勝を果たした帯広市労連＝９月４日、帯広市

帯
広
市
労
連
が
優
勝

苫
小
牧
惜
し
く
も
準
優
勝

イ
ク
で
応
戦
す
る
が
、
序
盤

の
リ
ー
ド
を
保
っ
た
苫
小
牧

が
先
取
し
た
。

　

第
二
セ
ッ
ト
も
苫
小
牧
の

勢
い
が
止
ま
ら
ず
、
苫
小
牧

の
ペ
ー
ス
で
試
合
が
進
ん
だ

が
、
中
盤
に
帯
広
の
板
矢
選

手
の
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
な
ど

９
連
続
得
点
を
獲
得
し
逆
転

で
帯
広
が
取
り
返
し
た
。

　

第
一
セ
ッ
ト
、
序
盤
は
苫

小
牧
が
岩
田
選
手
を
中
心
と

し
た
攻
撃
で
得
点
を
重
ね

た
。
帯
広
は
板
矢
選
手
の
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
強
烈
な
ス
パ

９
月
３
～
４
日
、
帯
広
市
お
よ
び
音
更
町
で
「
第
38

回
全
道
自
治
体
職
員
等
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

全
道
優
勝
大
会
」
が
開
か
れ
、
全
道
か
ら
11
チ
ー
ム

が
参
加
し
た
。
決
勝
戦
は
地
元
・
帯
広
市
労
連
と
２

年
連
続
の
決
勝
進
出
と
な
っ
た
苫
小
牧
市
職
労
が
対

戦
し
、
帯
広
市
労
連
が
激
戦
を
制
し
優
勝
を
果
た
し

た
。
帯
広
市
労
連
は
、
来
年
沖
縄
県
で
開
か
れ
る
全

国
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

　

参
議
院
選
挙
で
、
安
倍
政

権
は
憲
法
改
正
発
議
に
必
要

な
３
分
の
２
を
獲
得
し
ま
し

た
。
憲
法
改
正
に
は
反
対
、

原
発
に
も
反
対
の
声
が
圧
倒

的
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。

　

私
た
ち
は
今
回
の
選
挙
戦

を
通
じ
て
自
ら
の
運
動
・
活

動
も
考
え
る
時
に
来
て
い
ま

す
ね
。
そ
れ
に
し
て
も
、
北

海
道
は
民
進
党
が
２
議
席
、

そ
し
て
、
比
例
で
は
自
治
労

組
織
内
「
え
さ
き
た
か
し
」

が
再
選
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。自
治
体
現
場
は
、

幅
広
で
住
民
に
一
番
近
い
所

で
の
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い

ま
す
し
、
法
律
に
よ
っ
て
動

く
現
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
組
織
内
議
員
の

存
在
は
重
要
で
す
。
え
さ
き

さ
ん
と
と
も
に
、
私
も
頑
張

り
ま
す
。

（
９
月
11
日
、
東
京
に
て
）

自治体は法律で動く場所

㊹
あいくみの
� 国会だより

「
長
崎
大
会
」
で
の
、
え
さ
き
参
議

と
あ
い
は
ら
参
議
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

■
勝
利
監
督
賞

■
最
優
秀
選
手
賞

■
敢
闘
賞

■
ア
タ
ッ
ク
賞

■
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
賞

■
レ
シ
ー
ブ
賞

帯広市労連帯広市労連

帯広市労連

苫小牧市職労

苫小牧市職労

帯広市労連

渡辺　敏 さん板矢めぐみさん

酒井 幸恵さん

福井 奈那さん

岩田 涼子さん

河瀬 清子さん

個
人
賞

決
勝
戦
試
合
結
果

　

準
決
勝
で
苫
小
牧
が
３
セ

ッ
ト
た
た
か
っ
て
い
な
け
れ

ば
負
け
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
全
国
大
会
で
は
、
前
回

出
場
し
た
時
以
上
の
成
績
を

お
さ
め
た
い
。

　

運
命
の
最
終
セ
ッ
ト
、
第

二
セ
ッ
ト
を
奪
い
勢
い
に
乗

る
帯
広
が
、
サ
ー
ビ
ス
エ
ー

ス
な
ど
で
10
連
続
得
点
を
獲

得
す
る
と
、
後
半
か
ら
唯
野

選
手
の
ス
パ
イ
ク
が
試
合
を

決
定
づ
け
帯
広
が
勝
利
し

た
。
苫
小
牧
は
２
年
連
続
で

決
勝
に
進
出
す
る
も
、
惜
し

く
も
敗
れ
た
。

　

ま
さ
か
受
賞
で
き
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
の
で
大
変
嬉

し
い
。

　

全
国
大
会
で
は
優
勝
を
め

ざ
し
一
生
懸
命
頑
張
る
。

　

チ
ー
ム
み
ん
な
の
お
か
げ

　

あ
ま
り
ま
と
ま
っ
て
練
習

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
優
勝

　

来
年
の
大
会
で
は
、
今
以

上
の
賞
が
と
れ
る
よ
う
に
奮

闘
し
た
い
。
今
回
の
大
会
で

　

仕
事
が
忙
し
く
練
習
不
足

だ
っ
た
が
、
決
勝
ま
で
こ
れ

た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
。
チ

ー
ム
み
ん
な
の
お
か
け
で
こ

こ
ま
で
こ
れ
た
。
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
大
事
に
し
て
来
年
も

頑
張
り
た
い
。

で
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て

嬉
し
い
。
全
国
大
会
に
む
け

チ
ー
ム
一
丸
で
頑
張
る
。

第38回
全道女子
バレー大会

帯広市労連
２

１
苫小牧市職労

①17－21
②21－16
③21－９

北海道代表として、２年連続全国第３位の結果を残した石狩市職労

れ
た
。　

　

北
海
道
代
表
の
石
狩
市
職

労
は
、
那
智
勝
浦
町
職
、
藤

沢
市
職
労
を
撃
破
し
準
決
勝

で
、
松
戸
市
職
労
と
対
戦
す

る
も
０
対
１
の
僅
差
で
敗
れ

　

９
月
11
～
13

日
、

大

阪
府

で

「
第
29
回
全
日
本

自
治
体
職
員
等
野

球
選
手
権
全
国
優

勝
大
会
」
が
開
か

自治労
全国

野球大会 石狩市職労 全国３位
苫
小
牧
消
防
初
戦
で
涙

３
位
と
な
っ
た
。

　

苫
小
牧
消
防
協

は
初
戦
で
志
摩
市

職
と
対
戦
し
た

が
、
１
対
３
で
涙

を
の
ん
だ
。な
お
、

大
会
で
活
躍
し
た

選
手
に
贈
ら
れ
る

「
長
尾
賞
」
を
石

狩
市
職
労
・
鈴
木

〔
受
賞
者
の
コ
メ
ン
ト
〕

石狩市職労苫小牧消防協
鈴木 謙三 さん大澤 亮一 さん

　

「
職
場
の
仲
間
、家
族
の
理

解
と
支
え
に
感
謝
し
た
い
」

　

「
大
変
光
栄
に
思
う
。次
回

は
勝
ち
た
い
」

で
き
て
よ
か
っ
た
。
全
国
大

会
で
は
優
勝
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。

は
セ
ッ
ト
数
が
多
か
っ
た
の

で
、
も
っ
と
体
力
を
つ
け
て

来
年
は
優
勝
を
め
ざ
し
た
い
。

謙
三
さ
ん
、
苫
小
牧
消
防

協
・
大
澤
亮
一
さ
ん
が
受
賞

し
た
。


